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２年  組  番 氏名                   

 

本時の学習課題：                                  

 

 

 

 

 

 

 

動かす側  （＿＿＿＿＿＿__＿＿）         駆動軸と被動軸が接している 

動かされる側（＿＿＿＿＿＿__＿＿）       （＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

回転する方向（ 同じ /  反対 ）           回転する方向（ 同じ /  反対 ） 

 

 

青ギヤが時計回りに回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）に回る。 

 

青ギヤが 1 回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿）回転する。 

 

 

黄ギヤが時計回りに回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）に回る。 

 

黄ギヤが 1 回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿）回転する。 

 

 

青ギヤが時計回りに回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）に回る。 

 

青ギヤが 1 回転するとき、 

赤ギヤは…（＿＿＿＿＿＿）回転する。 

 

回転数について歯車が複数かみ合っているときは、 

       最初の（＿＿＿＿＿___________）と最後の（＿＿__＿＿＿________＿）に注目する。 
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   回転数を確認しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄ギヤ①を回したときと赤ギヤ③を回したときではどう違うだろう？（〇で囲もう） 

 黄ギヤ①を回したときの赤ギヤ③ 赤ギヤ③を回したときの黄ギヤ① 

回転数 少ない / 多い 少ない / 多い 

回転速度 遅い / 速い 遅い / 速い 

回した時の重さ 重い / 軽い 重い / 軽い 

回転力（トルク） 小さい / 大きい 小さい / 大きい 

自転車でいうと… 

 

スピードが（出る / 出ない） 

けど（重い / 軽い） 

スピードが（出る / 出ない） 

けど（重い / 軽い） 

 

自分の考えをまとめよう 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

黄① 

黄② 

黄③ 

ᵑ 

赤② 

赤③ 

自転車で坂道を上がりやすくするには… 

 


